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(57)【要約】

【課題】　腰椎を反らした姿勢のまま、腰椎周りに腰部

を容易にねじることのできる腰痛緩和に適した健康器具

を提供する。

【解決手段】　支軸１２を中心に回動する複数の腰部支

え部材１１が、支軸１２に沿って並べて設けてある。こ

れら複数の腰部支え部材１１は、それぞれ軸受孔を有し

、隣接する各腰部支え部材１１の間にスペーサ１３を介

して隙間を形成した状態で、軸受孔に支軸１２を挿通し

て組み合わされている。複数の腰部支え部材１１の上面

には、クッション部材が配置される。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

支 軸 を 中 心 に 回 動 す る 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 を 、 前 記 支 軸 に 沿 っ て 並 べ て 設 け た 構 成 を 含 む

こ と を 特 徴 と す る 健 康 器 具 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 の 上 面 に 配 置 す る ク ッ シ ョ ン 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ に 記 載 の 健 康 器 具 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 軸 受 孔 を 有 し 、 隣 接 す る 各 腰 部 支 え 部 材 の 間 に ス ペ

ー サ を 介 し て 隙 間 を 形 成 し た 状 態 で 、 前 記 軸 受 孔 に 前 記 支 軸 を 挿 通 し て 組 み 合 わ さ れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 健 康 器 具 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 床 面 に 配 置 し た 状 態 で 、 一 部 が 当 該 床 面 に 接 触 す る

円 弧 面 を 有 し 、 前 記 支 軸 を 中 心 に 回 動 し た と き 、 前 記 円 弧 面 に 沿 っ て 前 記 床 面 と の 接 触 部

が 移 動 す る 構 成 と し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 健 康

器 具 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 上 面 に 使 用 者 の 腰 部 を 載 せ る た め の 湾 曲 凹 部 を 有 し

て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 健 康 器 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 腰 痛 の 緩 和 に 好 適 な 健 康 器 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 腰 痛 を 緩 和 さ せ る 従 来 器 具 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 又 は ２ に 記 載 の も の が 知 ら れ て

い る 。 こ れ ら の 従 来 器 具 は 、 い ず れ も 床 面 に 配 置 し て 、 使 用 者 が 仰 向 け の 姿 勢 で 腰 部 を 当

該 器 具 に 載 せ る こ と で 、 腰 椎 を 反 ら し て の ス ト レ ッ チ 効 果 と 、 腰 痛 の ツ ボ に 対 す る 指 圧 効

果 と を 発 現 さ せ る 構 成 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 さ ら に 、 各 特 許 文 献 に 記 載 の 従 来 器 具 は 、 本 体 に 複 数 の 穴 が 設 け ら れ 、 突 起 物 や 押 圧 体

を 差 し 込 む 穴 を 任 意 に 選 択 す る こ と で 、 こ れ ら 突 起 物 や 押 圧 体 が 使 用 者 の 腰 部 を 押 圧 す る

位 置 を 調 整 で き る 構 成 が 付 加 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ９ ７ ６ ８ ４ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ １ ４ ０ ２ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 さ て 、 本 発 明 者 は 、 腰 痛 の 緩 和 に つ い て 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 腰 椎 周 り に 腰 部 を ね じ

る よ う な 動 作 を 加 え る こ と で 、 腰 痛 の 顕 著 な 緩 和 を 期 待 で き る こ と を 発 見 し た 。

　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 器 具 で は 、 腰 部 を ね じ る と 突 起 物 や 押 圧 体 が 腰 痛 の ツ ボ か

ら ず れ て し ま う た め 、 腰 部 を ね じ る 動 作 に は 適 さ な い 。 し か も 腰 部 に 自 重 が 作 用 し て 腰 椎

を 反 ら し た 状 態 で は 、 腰 部 を ね じ る 動 作 を 使 用 者 自 身 の 筋 力 で 行 う こ と が 難 し い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 腰 椎 を 反 ら し た 姿 勢 の ま ま 、 腰 椎

周 り に 腰 部 を 容 易 に ね じ る こ と の で き る 健 康 器 具 の 提 供 を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 健 康 器 具 は 、 支 軸 を 中 心 に 回 動 す る 複 数 の 腰 部 支

え 部 材 を 、 支 軸 に 沿 っ て 並 べ て 設 け た 構 成 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。

　 使 用 者 は 、 仰 向 け の 姿 勢 で 腰 部 支 え 持 部 材 の 上 に 腰 部 を 載 せ て 、 腰 椎 を 反 ら し た 姿 勢 を

形 成 す る 。 こ の 姿 勢 の ま ま 、 使 用 者 が 腰 椎 周 り に 腰 部 を ね じ る と 、 人 体 の 動 き に 合 わ せ て

複 数 の 腰 部 支 え 部 材 が 各 々 回 動 す る 。 こ の よ う に 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 が 各 々 回 動 す る こ と

で 、 腰 部 の ね じ り 動 作 に 対 す る 抵 抗 （ 摩 擦 抵 抗 な ど ） が 少 な く な る 。 そ の 結 果 、 使 用 者 自

身 で 腰 部 の ね じ り 動 作 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 さ ら に 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 の 上 面 に 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 を 配 置 し た 構 成 と す る

こ と も で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 軸 受 孔 を 有 し 、 隣 接 す る 各 腰 部 支 え 部 材 の 間 に

ス ペ ー サ を 介 し て 隙 間 を 形 成 し た 状 態 で 、 軸 受 孔 に 支 軸 を 挿 通 し て 組 み 合 わ せ た 構 成 と す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 床 面 に 配 置 し た 状 態 で 、 一 部 が 当 該 床 面 に 接 触

す る 円 弧 面 を 有 し 、 支 軸 を 中 心 に 回 動 し た と き 、 円 弧 面 に 沿 っ て 床 面 と の 接 触 部 が 移 動 す

る 構 成 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 上 面 に 使 用 者 の 腰 部 を 載 せ る た め の 湾 曲 凹 部 を

有 し た 構 成 と す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 健 康 器 具 に よ れ ば 、 腰 椎 を 反 ら し た 姿 勢 の ま ま 、 腰 椎 周

り に 腰 部 を 容 易 に ね じ る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 健 康 器 具 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 健 康 器 具 の 器 具 本 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た 器 具 本 体 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ２ に 示 し た 器 具 本 体 の 構 成 要 素 を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 を 示

す 平 面 図 、 （ ｂ ） は 腰 部 支 え 部 材 の 正 面 図 、 （ ｃ ） は ス ペ ー サ の 平 面 図 、 （ ｄ ） は ス ペ ー

サ の 正 面 図 、 （ ｅ ） は 支 軸 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ （ ｂ ） に 示 し た 腰 部 支 え 部 材 の 詳 細 構 造 を 説 明 す る た め の 拡 大 正 面 図 で あ る

。

【 図 ６ 】 図 １ に 示 し た 健 康 器 具 の ク ッ シ ョ ン 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。

　 本 実 施 形 態 に 係 る 健 康 器 具 は 、 腰 痛 の 緩 和 を 目 的 と し て 使 用 さ れ る も の で あ り 、 図 １ に

示 す よ う に 、 器 具 本 体 １ ０ と ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 器 具 本 体 １ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ と 、 支 軸 １ ２ と

、 円 筒 状 に 形 成 し た 複 数 の ス ペ ー サ １ ３ と で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 各 構 成 要 素 は 、 図

４ （ ａ ） ～ （ ｅ ） に 示 す よ う に 分 解 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ に は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 幅 方 向 の 中 央 部 に 軸 受 孔 １ １

ａ が 穿 設 し て あ り 、 こ の 軸 受 孔 １ １ ａ に 図 ４ （ ｅ ） に 示 す 支 軸 １ ２ を 挿 通 す る こ と で 回 動

自 在 に 組 み 合 わ さ れ る 。 こ の と き 、 隣 接 す る 腰 部 支 え 部 材 １ １ の 間 に 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す
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ス ペ ー サ １ ３ を 介 在 さ せ る こ と で 、 隙 間 が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 隣 接 す る 腰 部 支 え 部

材 １ １ の 対 向 面 が 接 触 せ ず 摩 擦 抵 抗 を 小 さ く し て 、 滑 ら か に 個 々 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ を 回

動 さ せ る こ と が で き る 。

　 支 軸 １ ２ は 、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 一 端 に 頭 部 １ ２ ａ が 設 け ら れ 、 他 端 は ね じ 部 １

２ ｂ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ と ス ペ ー サ １ ３ を 支 軸 １ ２ に 外 嵌

し た 後 、 他 端 の ね じ 部 １ ２ ｂ に ナ ッ ト 部 材 １ ４ を 締 結 す る こ と で 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ

う な 器 具 本 体 １ ０ が 組 み 立 て ら れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ は 、 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ 任 意 の 厚 さ を 有

す る 板 状 体 で 構 成 さ れ 、 木 材 、 合 成 樹 脂 、 金 属 な ど 各 種 の 材 料 を 用 い て 製 作 す る こ と が で

き る 。 図 ４ （ ａ ） で は 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ を 同 じ 厚 さ に 形 成 し て あ る が 、 こ れ に 限

定 さ れ ず 、 必 要 に 応 じ て 各 腰 部 支 え 部 材 １ １ を 一 部 又 は 全 部 が 異 な る 任 意 の 厚 さ 寸 法 に 設

定 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ は 、 幅 方 向 中 央 部 に お け る 軸 受 孔 １ １ ａ の 中 心 部 ｏ か ら 底 部 ａ

ま で の 高 さ Ｈ ａ を ほ ぼ 同 じ 寸 法 に 設 定 し て 、 各 腰 部 支 え 部 材 １ １ の 当 該 底 部 ａ が 床 面 に 接

す る よ う に 調 整 し て あ る （ 図 ５ 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 底 面 を 円 弧 面 １ １ ｂ に 形 成 し て あ

る 。 各 腰 部 支 え 部 材 １ １ は 、 ほ ぼ 同 じ 曲 率 の 円 弧 面 １ １ ｂ で 底 面 が 形 成 さ れ 、 支 軸 １ ２ を

中 心 に そ れ ぞ れ 回 動 し た と き 、 各 腰 部 支 え 部 材 １ １ 部 に お け る 床 面 と の 接 触 部 （ 底 面 の 一

部 ） が 当 該 円 弧 面 １ １ ｂ に 沿 っ て 移 動 す る 構 成 と し て あ る 。 こ れ に よ り 、 各 腰 部 支 え 部 材

１ １ 部 が そ れ ぞ れ 個 別 に 回 動 し て も 床 面 か ら 浮 き 上 が る こ と な く 、 各 腰 部 支 え 部 材 １ １ 部

に 作 用 す る 使 用 者 の 体 重 を 床 面 に 伝 え る こ と が で き る の で 、 が た つ き な く 長 期 間 の 使 用 に

耐 え る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 上 面 に 湾 曲 凹 部 １ １ ｃ を 形 成 し て

あ り 、 使 用 者 の 腰 部 を 当 該 湾 曲 凹 部 １ １ ｃ で 支 え て 保 持 す る 構 成 と な っ て い る 。 こ れ に よ

り 、 各 腰 部 支 え 部 材 １ １ に よ っ て 使 用 者 の 腰 部 を 安 定 し て 支 持 す る こ と が で き る 。 し か も

、 腰 部 の ね じ る 動 作 を 行 っ た 際 に も 、 使 用 者 の 腰 部 を 湾 曲 凹 部 １ １ ｃ が 保 持 す る た め 、 各

腰 部 支 え 部 材 １ １ か ら の 腰 部 の 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ は 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 内 部 が 中 空 の 袋 体 ２ １ と 、 手 動 の

空 気 ポ ン プ ２ ２ と で 構 成 す る こ と が で き る 。 同 図 の ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ は 、 空 気 ポ ン プ ２

２ の 操 作 に よ り 袋 体 ２ １ の 内 部 に 空 気 を 送 り 、 適 宜 の 膨 ら み を 形 成 す る こ と で エ ア ク ッ シ

ョ ン と し て 機 能 す る 。 空 気 ポ ン プ ２ ２ は 、 逆 止 弁 ２ ２ ａ を 開 放 す る こ と で 袋 体 ２ １ の 内 部

に 充 填 し て 空 気 を 適 宜 排 気 す る こ と も で き る 。

　 な お 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ス ポ ン ジ や 綿

な ど の 柔 軟 性 を 有 す る 材 料 を 袋 体 ２ １ の 内 部 に 詰 め た 構 成 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ は 、 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ の 上 面 に 配 置 さ れ 、 使 用 者 の 腰 部 を 柔

ら か く 保 持 す る 機 能 を 有 し て い る 。 ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ は 、 面 フ ァ ス ナ ー な ど の 結 合 部 材

に よ り 各 腰 部 支 え 部 材 １ １ の 上 面 に 結 合 し て 、 使 用 中 の 位 置 ず れ を 防 止 す る 構 成 と す る こ

と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 面 フ ァ ス ナ ー の 一 方 ２ ３ を

各 腰 部 支 え 部 材 １ １ の 上 面 に 設 け て あ り 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ の 底 面 に 設 け た 面 フ ァ ス ナ

ー の 他 方 （ 図 示 せ ず ） を こ れ ら に 結 合 す る 構 成 と し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 健 康 器 具 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。

　 健 康 器 具 は 床 面 に 配 置 し て お く 。 使 用 者 は 、 仰 向 け に な っ て 腰 部 を ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０

の 上 に 載 せ る 。 こ れ に よ り 、 健 康 器 具 の 高 さ だ け 使 用 者 の 腰 部 が 持 ち 上 げ ら れ て 、 腰 椎 を
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反 ら し た 姿 勢 が 保 持 さ れ る の で 、 ス ト レ ッ チ 効 果 に よ る 腰 痛 の 緩 和 を 期 待 す る こ と が で き

る 。

　 さ ら に 、 腰 椎 を 反 ら し た 姿 勢 の ま ま 、 腰 椎 周 り に 腰 部 を ね じ る よ う な 動 作 を 加 え る こ と

で 、 腰 痛 の 緩 和 を い っ そ う 期 待 す る こ と が で き る 。 腰 部 を ね じ る 動 作 は 、 使 用 者 自 身 で 行

わ れ る が 、 当 該 ね じ り 動 作 に 合 わ せ て 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ が 個 別 に 回 動 す る 。 こ の よ

う に 複 数 の 腰 部 支 え 部 材 １ １ が 各 々 回 動 す る こ と で 、 腰 部 の ね じ り 動 作 に 対 す る 抵 抗 が 少

な く な る 。 そ の 結 果 、 使 用 者 自 身 で 腰 部 の ね じ り 動 作 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。

　 一 方 、 腰 部 支 え 部 材 １ １ が 回 動 せ ず 固 定 さ れ た ま ま の 状 態 を 想 定 す る と 、 腰 部 の ね じ り

動 作 に 対 し て 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ２ ０ と 使 用 者 の 人 体 又 は 衣 服 と の 間 に 摩 擦 抵 抗 が 生 じ る た

め 、 当 該 腰 部 の ね じ り 動 作 に 大 き な 筋 力 が 必 要 と な る 。 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の 健 康 器 具

に よ れ ば 、 例 え ば 筋 力 の 衰 え た 高 齢 者 で あ っ て も 腰 部 の ね じ り 動 作 を 容 易 に 行 う こ と が 可

能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 種 々 の 変 形 実 施 や 応 用 実

施 が 可 能 な こ と は 勿 論 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

１ ０ ： 器 具 本 体 、 １ １ ： 腰 部 支 え 部 材 、 １ １ ａ ： 軸 受 孔 、 １ １ ｂ ： 円 弧 面 、 １ １ ｃ ： 湾 曲

凹 部 、 １ ２ ： 支 軸 、 １ ２ ａ ： 頭 部 、 １ ２ ｂ ： ね じ 部 、 １ ３ ： ス ペ ー サ 、 １ ４ ： ナ ッ ト 部 材

、

２ ０ ： ク ッ シ ョ ン 部 材 、 ２ １ ： 袋 体 、 ２ ２ ： 空 気 ポ ン プ 、 ２ ２ ａ ： 逆 止 弁 、 ２ ３ ： 面 フ ァ

ス ナ ー の 一 方

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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